
 

 

 

 

                                          

 

令和６年能登半島地震に係る DPAT(災害派遣精神医療チーム) 

の派遣について 

 

このことについて、厚生労働省 DPAT事務局から１月６日（土）に派遣要請があり、下

記のとおり茨城 DPATを派遣いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１ 派遣期間・編成 

チーム 派遣期間 現地での活動期間 編成 

筑波大学附属病

院 DPAT 

６日（土）～ 

10日（水） 

７日（日）～ 

９日（火） 

計５名 

精神科医１名 

助産師１名 

精神保健福祉士２名 

看護師１名 

（精神保健福祉士１名

と看護師１名は県立こ

ころの医療センター所

属） 

県立こころの医

療センターDPAT 

８日（月）～ 

14日（日） 

９日（火）～ 

13日（月） 

計４名 

精神科医１名 

薬剤師１名 

看護師１名 

精神保健福祉士１名 

 

２ 参集場所 

  公立能登総合病院（石川県七尾市） 

 

３ 現地のＤＰＡＴ活動内容 

 精神科医療機関の支援 

 避難所・在宅の精神疾患を持つ被災者に対する精神医療の提供 

 災害のストレスによって新たに生じた精神的問題を抱える一般住民への対応 

等  

資料提供 

令和６年１月７日 
茨城県福祉部障害福祉課 精神保健G 
担当：課長補佐 小林 
直通：029-301-3368 （内線 3366） 


